
パネル作成要領“ﾄﾖﾀ流・自工程完結“の考え方を導入した各社取組み事例

テーマ ： JKK改善活動の 「視える化」 による活性化
【会社名】 株式会社 青山製作所

Ⅱ. アピールポイント

「活動の視える化」 の種類
１）活動事例フォーマット作成
・活動の整理ができる ・振返りやすい
・効果の把握ができる（定量/定性）
２）社内事例共有会＆展示会の開催
・楽しい会 ・発表者、見学者双方の意識向上

Ⅳ. 運営事例の場合

Ⅰ. 活動の種類
【 1.運営事例】 【 2.テーマ事例】

段取り力向上 業務改廃

プロセス改善 再発防止

その他（ ）

Ⅲ. 背景

2016/9月 事技部門 「仕事の質向上」 活動開始
●「もっと良い仕事をしよう！」 が合言葉
●JKKの考え方を導入した業務改善活動
開始半年が過ぎ、実施者は嬉しさを感じ始めている
ものの、全体的になかなか進まなかった。
＜課題＞ ほぼ全員がJKK初心者なので・・・
●改善の進め方を明示しなければならない
●モチベーションの維持・向上の施策が必要

TOPの理解と関心

事務局の充実による牽引力強化

活動の目的とゴール明確化と実行

活動の意義と嬉しさの体験

計画的な指導員育成

ほめる

その他（ 嬉しさの共有 ）

ㇾ

ㇾ

ㇾ

ㇾ

１）JKK導入教育
目的：ＪＫＫの考え方を身近に感じて貰う
・難しい話はしない ・グループワークで楽しく
・演習型教育

２）手順書の整備＆改善活動
手順書の整備
・手順書が必要な業務洗い出し（手順書を揃える）
・手順書どおりに仕事をする
改善活動
・目の前の困りごとや不具合について業務改善
・できることからトライしＪＫＫの「嬉しさ」を感じて貰う

■組織

１．取組み前 ２．対策／取組み後

■活動の流れ

なかなか進まない！
QC手法や問題解決７ステップは分かるけど
JKKの改善はどうやってやるの︖

どうすれば活動の活性化に繋がる？
１．ＪＫＫ改善プロセスを明確にした

２．教育資料に織込んだ
「う〜ん、これだとアウトプットが
標準化なので、改善の嬉しさが
視えないよぉ」

３．改善事例フォーマットを作成し活用（参考１）

「そうだ︕改善の中⾝が分かるような
フォーマットに纏めればいいんだ」

注意︕

「また新しいことが増えるの︖」とならないよう
使い慣れた 「創意工夫」フォーマットを転用（参考１）
４．改善事例共有会＆展示会開催

折角できあがった事例を表に出そう︕
「いいね︕」を横展開しよう︕
発表者のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを上げ、⾒学者に良い刺激を︕
楽しい雰囲気になるような場にしよう︕

ㇾ
ㇾ

ㇾ



Ⅴ. 結果、今後の進め方、所感

３．改善事例フォーム 実際の事例内容 （参考１-1〜3 参照）

４．改善事例共有会＆展⽰会

開催時の工夫
ポリシー︓ ダメ出しの発表の場ではなく、明るい雰囲気で、発表者を褒める場とする
・ 会場には、机・椅⼦を撤去し、⾃由に閲覧できるようにする（また、⽴ち上がると聴きに⾏く姿勢になる）
・ 強制ではなく、手を挙げた部署の代表事例とする
・ プロジェクタ投影ではなく、Ａ０用紙に改善事例を壁に貼り付け、指棒による発表
・ 壁伝いに順次発表を⾏う
・ 審査は⾏わず、所属本部⻑による講評のみ
・ 講評の際は、決してダメ出しをせず、３つ褒めて１つ今後のためのアドバイスとする
・ 発表者全員に褒賞を授与する

講評者の話しに
真剣に耳を傾ける！

若い人もベテランも
一緒になって見学！

■結果・気付き

ＪＫＫ改善活動の、「視える化」 による活性化の目的は、ＪＫＫ改善プロセスを明らかにし、２つの施策
① 改善事例フォームの作成 ② 改善事例共有会＆展示会 を実施したことで基盤ができました。
共通して大切なことは、 “改善による嬉しさ” をいかに表に出し、共有すること であると感じました。
あるマネージャーからこんなことを言われました。 「この活動のお蔭で、日頃は目立たないけど頑張って
いる人にもスポットが当たるので、本当に良いと思います」 とても印象深い言葉でした。
まだまだ活動に消極的な部分がありますので、これを励みに継続して取り組もうと思います。

■今後の課題

2016年9月より活動を開始し、１年半が過ぎます。 これまでは成果を求めず、できることからやってみよ
う！ 自工程完結を身近に感じよう！というのが事務局の活動趣旨で、ベース造りを優先しましたが
2018年からは、いよいよ部署横断的な業務、基幹業務、そして経営課題に取組み、会社にとって成果の
ある嬉しい活動にチャレンジします。ますます難しい局面になると思いますが、「明るく・楽しく・元気よく」
を忘れず、次のステージを楽しみたいと思います。

発表者と見学者が近いって
とっても良いよね！


